
静岡県⽔位周知河川以外の洪⽔浸⽔想定区域図作成について

 静岡県では⽔防法に基づく洪⽔浸⽔想定区域を指定し、県が管理する519河川のうち⽔防法
対象の46河川は昨年５⽉までに指定済である。また、15河川は⽔防法対象にするかどうかの
検討と合わせて区域の指定を進めている。

 台⾵19号では⽔防法対象河川となっていない458河川でも浸⽔被害が発⽣しており、静岡県
では、今後、⽔防法対象となっていない河川においても洪⽔浸⽔想定区域を設定し、住⺠の
⽔害への備えに役⽴てるようにする。

 洪⽔浸⽔想定区域の設定が完了次第、市町に情報提供させて頂くとともに静岡県ＧＩＳや静
岡県防災アプリ等の県の広報ツールも活⽤し県⺠に幅広く周知を図っていく。
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図１ 従来の解析手法

図２ 今回の解析手法（イメージ）
※今後、国土交通省で検討予定
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